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午後１時３０分 開会 

○教育長（袴田毅君） 

あらかじめご報告をさせていただきます。 

本日の会議には、現在のところ傍聴の申し出者はございませんが、会議途中で傍聴の希望があ

った場合は、随時、入室を許可したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

ただいまの出席者は５名であります。定足数に達しておりますので、これより、綾瀬市教育委

員会会議１２月定例会を開会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○教育長（袴田毅君） 

「日程第１ 会議録署名委員の指名」をいたします。会議録署名委員に、田中職務代理者を指

名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○教育長（袴田毅君） 

ここで、本日の議事日程についてお諮りいたします。 

「日程第３ 第１０号報告 令和７年度第３回綾瀬市心身障害児童・生徒就学指導委員会で判

定された幼児・児童の学校指定の報告について」は、個人情報が含まれるため、綾瀬市教育委員

会会議規則第８条第１項第３号の規定により、非公開審議にしたいと存じます。 

お諮りいたします。本件を非公開審議とすることについて、賛成の委員の挙手を求めます。 

（ 委員の挙手確認 ） 

○教育長（袴田毅君） 

挙手全員であります。 

よって第１０号報告は、非公開審議とすることに決しました。 

なお、議事進行上、本件につきましては最後に審議いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○教育長（袴田毅君） 

「日程第２ 第３４号議案 令和７年度綾瀬市教育委員会表彰被表彰者の決定について」、こ

の件を議題といたします。 

それでは、本件について説明を求めます。 

教育部長、お願いいたします。 
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○教育部長（大矢博之君） 

それでは、「第３４号議案 令和７年度 綾瀬市教育委員会表彰 被表彰者の決定について」、

御説明いたします。 

議案書の３ページを御覧ください。 

提案理由でございますが、中段に記載のとおり、教育に貢献のあった個人及び団体を表彰いた

したく、綾瀬市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１項第１５号の規定

により、提案するものでございます。 

被表彰者の選定につきましては、教育委員会の各所属や各小・中学校から、候補者を推薦して

いただいております。 

また、市の広報及びホームページに表彰候補者の推薦について案内を掲載し、推薦を受け付け

たものでございます。 

候補者につきまして、１１月１８日に、教育長を委員長とした、教育委員会の各所属長及び生

涯学習課長を委員とする選考委員会を開催し、候補者の選考を行いました。 

選考の結果、今年度の被表彰者は、議案書５ページのとおり個人が３５名、団体が４団体、併

せまして３９の個人・団体となっております。 

それでは、表彰内容につきまして御説明を申し上げます。 

６ページを御覧ください。 

一覧は、左から順に、番号、区分、被表彰者氏名、功績事項、該当基準、受賞歴となっており

ます。 

はじめに（１）自主的研究または特別な研究により、学術上または、教育上顕著な成果を上げ

た方でございます。 

１番の木下氏は、第１０回 大村はま 奨励賞を、受賞されております。 

本賞は、４５歳以下の教員による優れた国語単元学習の実践を表彰するもので、全国から年間

1名のみが受賞対象となります。 

次に、（２）学校嘱託医又は学校薬剤師として尽力し、その功労が顕著な方でございます。 

２番から４番までの市川氏、笠井氏、宮内氏は、綾瀬市学校嘱託医を８年以上務めていただい

ております。 

５番の森野氏は、綾瀬市学校薬剤師を８年以上務めていただいております。 

次に、（３）社会教育活動に尽力し、その功労が顕著な方でございます。 

６番の谷田氏は、ＰＴＡ連絡協議会の会長を１年以上務められ、退任されております。 

次に、７ページを御覧ください。 
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（４）スポーツ的分野又は文化的分野の活動において、優れた成績を収めた方、又は団体でご

ざいます。 

７番の鈴木さんから９ページの３７番、綾瀬市立綾南小学校ＰＴＡまで、小・中の順、個人・

団体の順で記載してございます。 

合計いたしますと、３１の個人・団体が、スポーツ的分野又は文化的分野の活動において、優

れた成績を収められております。 

最後に、（５）ボランティア活動に尽力し、その功労が顕著な団体でございます。 

３８番の中村自治会４区見守り隊は、１０年以上にわたり、綾瀬小学校の通学路において、児

童の登校を見守り、児童の安全な学校生活のため尽力しております。 

３９番の土棚小学校よみきかせの会は、平成１９年から現在まで１８年以上にわたり、朝のよ

みきかせを行い、児童の心の健全な育成を目指して尽力をされております。 

表彰内容の説明につきましては、以上でございます。 

なお、表彰式につきましては、令和８年２月１１日水曜日に、綾瀬市オーエンス文化会館小ホ

ールにおいて開催する予定でございます。 

以上で説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○教育長（袴田毅君） 

それでは、第３４号議案に関しまして、質疑・討論がございましたらお願いいたします。 

田中職務代理者。 

○教育長職務代理者（田中恵吾君） 

２点ほど質問いたします。 

まず１点目は、要綱の第二条第二号の規定によって、個人が表彰される事例はこれまでありま

したか、というのが一つ。 

２点目は、同じ第二条第二号に関わる大村はま奨励賞というものの重み、あるいは、大村はま

先生の関しての情報があれば、ご教授いただければと思います。 

以上２点です。 

○教育長（袴田毅君） 

はい、教育総務課長。 

○教育総務課長（三田哲郎君） 

ただいまの質問にお答えをさせていただきます。 

まず、この個人でこういった表彰が過去にあったのかという御質問でございますが、過去、規

定が変わりまして今の現規定の中では個人の表彰は、これが初めてでございます。 



 

－ 6 － 

 

また２点目の質問につきましては、この賞がどんな賞なのかというところでございますが、大

村はま氏につきましては、もともと「大村はま記念国語教育の会」という団体がありまして、一

人一人の子供の言葉の力を育てるために、日々、国語単元学習を実施、実践し続けたというとこ

ろの部分で初代の会長でありまして、長く日本国語教育学会の会長であられました倉澤栄吉先生

が、このことを２１世紀に向けて単元学習が必要欠くべからざるものであるということを強調し

ていたという記述がございまして、こういった部分ではなかなか日本の国語教文の中では、権威

のある賞であるというふうに捉えております。 

先ほど部長の答弁でもありますが、年間で１件というところの部分では特に選ばれた方だとい

うふうに認識しておりますので、そういった賞でございます。 

以上です。 

○教育長（袴田毅君） 

田中職務代理者。 

○教育長職務代理者（田中恵吾君） 

大変すばらしい事だと捉えています。 

これも先生方、あるいは学校の本当に熱心な取組の成果だと思っています。 

そういう意味から、高く、高く評価したいと思っています。 

それから今後もこういう４５歳以下の先生方を対象にしたというお話がありますので、中堅の

先生、若手の先生方へのバックアップもぜひ今後も続けてほしいと思います。 

以上です。 

ありがとうございました。 

○教育長（袴田毅君） 

はい、ほかにございますか。 

林委員。 

○委員（林紀美子君） 

７ページのナンバー１５、１６、１７のサッカーで大会に出場したお子さんになりますが、所

属チームが書かれていないのですが、個人で神奈川選抜とかで選ばれての大会参加なのかどうか

教えていただきたいです。 

○教育長（袴田毅君） 

はい、教育総務課長。 

○教育総務課長（三田哲郎君） 

ただいまのナンバー１５、１６、１７のお子さんの通常の部分でチームなのか、個人なのかと
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いうところでございます。 

お聞きしましたところ、チーム丸々が選抜代表ということで選ばれておりますので、今回の件

に関してはチームで表彰を受けたというものでございます。 

○教育長（袴田毅君） 

はい、よろしいですか。 

○委員（林紀美子君） 

ありがとうございます。 

○教育長（袴田毅君） 

他はいかがでしょうか。 

齊藤委員。 

○委員（齊藤隆訓君） 

８ページの、３番の方で、アイスホッケーというのは僕は初めて見たんですけど、練習場はど

ちらのほうになるのか分かっているのであれば教えてください。 

○教育長（袴田毅君） 

はい、教育総務課長。 

○教育総務課長（三田哲郎君） 

アイスホッケーの広さの部分でどこを練習場所で使っているのかというところでございますが、

表彰の申請の中で、活動場所までは市では聞いておりませんが、県内でリンクがあるところは限

られております。 

そうした中で、横浜市に横浜銀行アイスアリーナというところがございます。 

またＫＯＳＥ新横浜スケートセンターというところがございまして、また相模原市にも銀河ア

リーナというところがあります。 

恐らくこの辺りが練習会場ではないかと捉えております。 

○委員（齊藤隆訓君） 

ありがとうございます。 

○教育長（袴田毅君） 

よろしいですか。 

他はいかがでしょうか。 

（ 質疑等の有無確認 ） 

○教育長（袴田毅君） 

質疑・討論なしと認めます。 
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これより、第３４号議案を採決いたします。 

本件を原案のとおり決することについて、賛成の委員の挙手を求めます。 

（ 委員の挙手確認 ） 

○教育長（袴田毅君） 

挙手全員であります。 

よって、本件は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○教育長（袴田毅君） 

「日程第４ 第１１号報告 「令和７年度全国学力・学習状況調査」結果の分析について」、 

この件を議題といたします。 

それでは、本件に関し説明を求めます。 

教育部長、お願いいたします。 

○教育部長（大矢博之君） 

それでは、第１１号報告、「令和７年度 全国学力・学習状況調査結果の分析」について御説

明いたします。 

令和７年４月１７日に、小学校６年生と中学校３年生を対象に実施いたしました全国学力・学

習状況調査の結果が文部科学省より７月３１日に公表されました。 

９月５日には、個人結果を保護者へ配付しております。 

教育委員会におきましては、９月８日に市のホームページへ平均正答率、今後の対応などにつ

いて速報を掲載しておりますが、詳細な分析結果がまとまりましたので、ご報告させていただく

ものです。 

それでは、報告書の６ページを御覧ください。 

小・中学校別の各教科の調査結果につきましては、綾瀬市の結果と全国の結果を比較しており

ます。 

各教科でお示ししております「教科の結果概要」の「平均正答率」ですが、神奈川県では小数

点第一位を四捨五入した整数で集計しておりますことから、綾瀬市も県に準じて整数での表記と

しております。 

全国は小数第一位までの表記となっております。 

始めに「小学校」の「国語」でございます。 

本市の平均正答率は６１％、全国小学校の平均正答率は６６．８％となっており、７ページの

【正答率が最も高かった問題】につきましては、図表などを用いて、自分の考えが伝わるように
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書き表し方を工夫することができるかどうかをみる問題でした。 

次に８ページから、「算数」でございます。 

本市の平均正答率は５０％、全国小学校の平均正答率は５８％となっており、９ページの【正答

率が最も高かった問題】は、角の大きさについて理解しているかどうかをみる問題でした。 

次に１０ページから、「理科」でございます。 

本市の平均正答率は５１％、全国小学校の平均正答率は５７．１％となっており、１１ページの

【正答率が最も高かった問題】は、数量関係を、□を用いた式に表すことができるかどうかをみ

る問題でした。 

次に１２ページからは、「中学校」の「国語」となります。 

本市の平均正答率は５１％、全国中学校の平均正答率は５４．３％となっており、【正答率が最

も高かった問題】については、文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方

を捉えることができるかどうかをみる問題でした。 

次に１４ページから、「数学」でございます。 

本市の平均正答率は４５％、全国中学校の平均正答率は４８．３％となっており、【正答率が

最も高かった問題】については、必ず起こる事柄の確率について理解しているかどうかをみる問

題でした。 

次に１６ページから、「理科」でございます。 

中学校の「理科」に関しては、ＣＢＴでの実施となり、それに伴いＩＲＴスコアが採用されま

した。 

ＩＲＴは項目反応理論といい、単に正答数を数えるのではなく、各問題の難易度や特徴を考慮

し、児童・生徒一人一人の実力をより正確に把握する方法です。 

ＩＲＴスコアは「全国の中でどの位置に綾瀬市の児童・生徒がいるのか」を表す指標として活

用するものであり、スコアが高いほど相対的に能力が高いことを表しています。 

本市の平均ＩＲＴスコアは４９４、全国中学校の平均ＩＲＴスコアは５０３となりました。 

また、ＩＲＴバンド分布グラフをみると、全国中学校と比べて大きな差は見られないことがわ

かります。 

各教科の「区分別平均正答率・平均無解答率」を見ると、無解答率が小学校では高く、中学校

では低くなっています。 

１８ページからの各教科の「児童生徒質問紙」の解答時間についての質問と併せてみると、全

国と比較して、小学校は解答時間が十分でない、中学校は十分であると回答している割合が高く

なっています。 
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また無解答率の高低に関わらず、問題形式「記述式」の平均正答率を見るとまだ課題が残って

いることがわかります。 

学習した知識を身の回りの事物や現象と関係づけて考える力や、目的に応じて文章と情報を結

び付けて説明する力を育てる必要があると考えられます。 

２３ページからの「児童生徒質問紙 生活・学習」では「当てはまる」と「どちらかといえば

当てはまる」と回答した割合を合わせたものを全国と比較しております。 

２５ページの質問（１６）「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学

び方を考え、工夫することはできていますか。」という質問について、小学校は７１．１％、中

学校は７４．２％が肯定的な回答をしています。 

クロス集計の結果からも、肯定的に解答している児童・生徒ほど教科の正答率が高いという結

果がでており、「自ら学ぶ力」を育む指導の大切さがわかります。 

２８ページでは、（２９－１）～（２９－４）にわたって質問されたＩＣＴ機器の活用につい

てがまとめられています。 

グラフを確認すると、インターネットを活用しての情報収集は小・中学校ともに８０％を超え

ているものの、その他については５０～７０％程度に留まっています。 

特に（２９－３）の情報を整理する場面においての活用については、小・中学校ともに５０％

を下回っています。 

２７ページの質問、下段（２８）のＰＣ・タブレットの使用頻度の質問と併せてみると、使用

する機会は増加傾向にあるものの、活用場面が偏っている可能性があることがわかります。 

これらの回答結果から、ＩＣＴ機器の活用についてのハードルは下がりつつあり、多くの児

童・生徒が活用しようとしているものの、使うべき場面・使うことが効果的な場面が理解され

ていないことが予想されます。 

２９ページにある情報活用能力体系表を参考にしながら、児童・生徒の情報活用能力を高める

とともに、指導する教職員のＩＣＴへの知識を高めていくことが有効なＩＣＴ機器活用につなが

ると考えられます。 

３０ページを御覧ください。 

下段の質問（４０）「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて、情報を集め整理して、

調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」の「経年変化」を見ると、小学生

は昨年より減少しているものの、平成２８年以降、小・中学校ともに、増加傾向にあることがわ

かります。クロス集計の結果からも、この質問に肯定的に回答している児童・生徒ほど教科の正

答率が高いという結果が出ています。 
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２５ページの質問（１６）の結果及びクロス集計の結果と併せてみても、「自分で」課題を立

てたり「自分で」情報を集めたりする「自分で学ぶ力」の大切さが改めて示されています。 

今後の指導においても児童・生徒が自ら学びたいと思う学習環境を作ることを心がけるように

意識していくことが必要であると考えられます。 

３２ページから３６ページは、小学校の保護者へ配付する、分析結果でございます。 

同様に、中学校の保護者へ配付するものは、３７ページから４１ページに掲載しております。 

以上が今回の調査結果の御報告でございます。 

教育委員会といたしましては、今後、明らかになった課題の解決をめざして、学校運営や教職

員の指導方法の改善を図るとともに、保護者配付資料を活用し、家庭とも連携して取り組んでい

きたいと思っております。 

以上で説明とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

○教育長（袴田毅君） 

それでは、第１１号報告に関しまして、質疑等がございましたらお願いいたします。 

亀ケ谷委員。 

○委員（亀ケ谷由美子君） 

はい、６ページの小学校の国語についてになりますが、これはＣの読むことが全国平均と比べ

るとかなり下回っていまして、どの小学校も学校図書館とても充実しているのですが、今後も積

極的に活用していただいて、読む力をつけてもらえたらと思います。 

あと無回答率についてになりますが、これは去年もお話しさせていただきましたが、例えば今

回１８ページの方にアンケートが載っておりますが、時間が足りないという比率が全国平均より

も上がっていまして、この無回答率の問題をどうするか、何か対策など今もし考えられているよ

うでしたら教えていただきたいです。 

あと中学生の理科のところですが、１６ページになります。ここは逆に無回答率が３項目もゼ

ロがあるのにちょっと驚きまして、ふと見ていたらの問題が選択式だったという事で、諦めない

で無回答にせず選んだんだなと、よく頑張ったんだなと思いました。 

何回か学校で理科の実験の授業を見たことがありますが、みんな子供たち、実験を苦にしてい

るんではなく、楽しく取り組んでいて、先生の注意事項なども、すごく真面目に聞いてるんです

ね。黒板に書かれたことをよく読んでいたり、綾瀬の子供たちが、この数字から見ても、理科が

結構好きなんじゃないかなと思いますが、今後これをさらに上げることに対する何かこう対策と

かがもしあるのであれば、一緒に教えていただきたいと思います。 
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○教育長（袴田毅君） 

教育研究所長。 

○教育研究所長（渡邊倫康君） 

 はい、何点かいただきましたので御回答させていただければと思います。 

１点目の国語に関するところにつきましては、今、委員がおっしゃられたように、Ｃの読むこ

とというところが、やはり、正答率的にとても下がっているなというふうには、我々も感じてお

ります。 

その対策といたしまして、そしてまた、７ページを御覧いただきたいと思いますが、そちらの

７ページの右側に書かれておりますが、正答率が最も低かった問題とあります。こちらについて

も、今お話にあったＣ読むことに該当するものになります。 

こういったところから目的に応じて必要な情報を見つけるために、文書の中から必要な情報を

取捨選択したり、文章や図表などと結びつけたりすること、そういったことが重要であるなとい

うふうに考えております。 

そういったところでは委員の方からもありましたが、図書室の学校図書館の活用といいますか、

より読書に親しむようなこと、また読書以外のところでも、他教科でも資料からどういったこと

を読み取れるのか、そういったところを、日頃から慣れ親しんでいくようなこと、そういったこ

とも必要かなというふうに思っております。 

また令和６年度から、「よむよむワークシート」といった取組もございます。 

そういったところを文章に慣れ親しんだり、図表に慣れ親しんだりといったところもあります

ので、そういったところを粘り強く、取り組むことも一つかなというふうには考えております。 

２点目の無回答率についてのお答えでございます。 

無回答率、非常に今回も特に中学校のほうで一生懸命回答をしようとする、そういった意欲を

感じ取れます。 

日頃から各学校、授業を拝見しましても、まずは、自分の考えをしっかり持つこと、そして、

それを文章で表現すること、そういったところに力を入れて取り組んでいる授業をたくさん見る

ことが出来ます。 

ある学校では、校内研究の一環として、授業の最後の振り返りの時間というのをとても大事に

しておりまして、そういったところで、自分の考えをしっかりと書くというようなところを、学

校挙げて取り組んでいる学校もございます。 

そういったところで子供たちの各抵抗感をなくしていって、無回答率というところも、今後引

き続き改善していけたらというふうに考えております。 
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最後に理科のところ、中学校の理科のところで、御意見をいただきましたが、我々としても中

学校の理科、スコア的に見ると、若干全国から下回っている部分もございますが、非常によい結

果であったというふうに認識をしております。 

多くの学校で理科、非常に子供たちも意欲的に取り組んでいる部分もございますので、こうい

ったところを、いいところをしっかりと評価をして、子供たちの意欲につなげていけたらという

ふうに考えております。 

以上でございます。 

○教育長（袴田毅君） 

 他にございますか。 

齊藤委員。 

○委員（齊藤隆訓君） 

 まず１点、結果を踏まえて今後、綾瀬の教育として、どういう方向に今進んでいくのかという

ところ何か方向性があったら教えていただきたいと。 

もう１点は、よむよむワークシートって僕すごくいいと思っているんですね。 

それに対してどれぐらいの期間を考えてやっているのかと、あとこれをやったことによって先

生たちの時間もちょっと取られてしまうということがあるんで、この先生たちから見たこのよむ

よむワークシートの評価ってどういう感じなのか、そっちのほうを教えていただきたいなという

ふうに思います。 

○教育長（袴田毅君） 

教育研究所長。 

○教育研究所長（渡邊倫康君） 

今いただいた御質問の中で、方向性といったところをお答えをさせていただきますが、大きな

方向性という部分では、ちょっとなかなか、私のほうからというところもありますので、この全

国学力学習状況調査についての考え方というようなところでお話をさせていただければと思いま

すが、まず文科省がこの全国学力学習状況調査を行っている目的としては、児童・生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育の施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校に

おける児童・生徒への学習・指導の充実や学習状況の改善等に役立てるとなっております。 

なので文科省の目的にあるとおり、この今回の全国学力学習状況調査の結果の分析を通して、

本市の子供たちが苦手としていることや、つまずいていること、また、よい効果を上げているこ

と、こういったところをしっかり分析し、今後の学校への指導、助言等に役立てていければなと

いうふうに考えております。 
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以上でございます。 

○教育長（袴田毅君） 

教育指導課長。 

○教育指導課長（春木純子君） 

２点目のよむよむワークシートの御質問についてでございます。 

まずこちらのよむよむワークシート、取組の期間としましては、３年間は継続して取り組むこ

とを決めております。 

その後につきましては、今後、検討していきたいと考えております。 

また、先生方の反応についてでございます。 

昨年度、小学校５年生６年生でよむよむマークシートを実施しておりますので、児童・先生方

にそれぞれアンケートをとっております。 

まず、先生方の反応になりますが、最初に子どもたちの反応としまして、大きく２つございま

す。 

いろいろな記事に出会えてよい、自分の知らないことが書いてあって知識が増えた、とても好

評な部分とすごく難しかった、新聞を読むのがこんなに難しいとは思わなかった、ということで

難しさの余り、読むことを苦に思ってしまう、そういったアンケートの記述がございました。 

これを受けて先生方の反応としましては、主に難しくとらえている児童に対するアンケートと

しまして、そういった文章が難し過ぎて読む前から諦めてしまうことがないように、またはそう

いった読解力の向上に役立つ部分もあるとは思うが、問題の解き方を学ぶとかその解説というと

ころで工夫が必要であると、そういった先生方の御意見をいただいております。 

○委員（齊藤隆訓君） 

いいですか、自分の意見で、このよむよむワークシートって本当にすごいなっていうふうに思

ってまして、これはなぜかというと、読み解く力をつけるというんですけど、今、ＡＩの時代に

どんどんなってきていて、もう５年後には世界が激変するぐらいの変化が起きると思うんですね。 

そのときに、コンピューターサイエンスを学んだから、仕事があるとかそういう世界じゃなく

なってきた時に、一番重要なのが、一般教養、リベラルアーツと呼ばれているものが今世界です

ごく重要視されている。 

その中でこういう新聞を、今、大人ですら新聞読まなくなっている中で、こういうチャンスを

子どもたちに与えられる、この綾瀬市の今の教育の仕組みってのは本当にすばらしいなというふ

うに思いますんで、３年とは言わず、１０年、そういうふうにやっていただきたいなというふう

に思います。 
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それは自分の意見です。 

以上です。 

○教育長（袴田毅君） 

ちょっと私のほうから補足です。全国学力調査の結果を捉えて、教育委員会としての方向とい

うところで。 

一つは今の特徴としては、小学生のときにまだちょっとこう全国との正答率では開きがあるの

が、中学校３年になると大分こう、差が改善されてくると、そういったところで、今おそらく取

り組んでるいろんな指導などはもう間違ってないなと思っています。 

では今何をやっているかというと、一番大きなのがやっぱり綾瀬市型の小・中一貫教育という

ことで、定着してきたところもありますが、もう少し時間をかけてやっていく必要があるかなと。 

どうしても形から入るところもあって、今の教育の中身とはちょっとその相反する部分もありま

すが、まずはでもいろんなところで一旦取り組んでみて、そこからもう少し、それこそ最終的に

は、９年間の市内統一の教育課程というか、そういったものを目指していきたいなと考えていま

す。 

今のところの特徴というか、無回答率の低さというのは、さっきちょっと言っていましたが、

いわゆる学校によっては振り返りの時間をしっかり取って、書くことへの抵抗感というか、そう

いうところを大分改善されてきてると。 

これはもう、その学校だけではなくて小・中ほとんどの学校が振り返りで書くということを、

すごく力を入れていますので、その結果が無回答率の改善にだんだんつながってきてるんだなと。 

そういったところも捉えながら、綾瀬市型小・中一貫教育を進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○教育長（袴田毅君） 

 他はいかがでしょうか。 

田中職務代理者。 

○教育長職務代理者（田中恵吾君） 

資料の２１ページに関わって、具体的には、綾瀬市の綾瀬型授業モデルと教育長からお話があ

りました、その一番下段の部分にある、家庭学習というのがございます。 

３つの視点から書かれていますが、具体的にこれは提案されたものですが、何か取り組んでい

る事例みたいなものが、承知していれば教えてください。 

○教育長（袴田毅君） 

教育指導課長。 
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○教育指導課長（春木純子君） 

家庭学習についての御質問でございます。 

まず家庭学習につきましては、基礎、基本の定着に向けた、そういったことに目的を置いた、

家庭学習、宿題がまずございます。 

そのほかに、今よく学校で見られますのが、単級というところをメインにした自主学習という

ところは、多く取り組まれていることと承知しております。 

また、自学自習によって、子どもたちが自分で学習した成果をノートに書き上げ、そのノート

を教室や廊下に掲示して、事例を広めていく、そのような取組を行っている学校もございます。 

○教育長（袴田毅君） 

田中職務代理者。 

○教育長職務代理者（田中恵吾君） 

２１ページ、書かれているように、自分も小学校、中学校、学校としての、それから先生方と

しても、先ほどの表彰の例でもありませんけど、頑張っていらっしゃって、かなり徐々かもしれ

ませんが、改善が見られてきていると自分も理解しています。 

ただ、今後は、この家庭学習を充実させることが、さらに、つまり、保護者、家庭、その時間

を小学１年だったら１０分、中学校以上は１時間以上か、その中身ですね。先ほどもおっしゃっ

たように、自分で書いたり、読んだ感想文を述べたり、自分で考えて計画をする、こういう取組

をやっぱり保護者や家庭にもっとＰＲしていけば、お互いに学校、子ども、家庭、三者が一体と

なってバックアップしていくということで、さらに改善が見られると自分は思っています。 

だから、今後も、この家庭学習の取組について、注視していきたいと思っていますんで、よろ

しくお願いいたします。 

以上です。  

○教育長（袴田毅君） 

 他はいかがでしょうか。 

（ 質疑等の有無確認 ） 

○教育長（袴田毅君） 

質疑がないようですので、第１１号報告を終了いたします。 

ここで、暫時休憩といたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（ 非公開の審議 ） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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○教育長（袴田毅君） 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

これにて、綾瀬市教育委員会会議１２月定例会を閉会いたします。 

 

午後２時２４分 閉会 

 

 


